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調査概要

ＸバンドＭＰレーダの観測範囲内にある641自治体（都府県、市区町村）を対象に、2010年12月に、ＸバンドＭＰ
レーダの利活用状況に関するアンケート調査を行った。（有効回答数は450、回収率は約70％）レ ダの利活用状況に関するアンケ ト調査を行った。（有効回答数は450、回収率は約70％）
 
 
主な結果 

①ＸバンドＭＰレーダの利用状況 

 回答のあった４５０の自治体のうち、３６０自治体（８０％）が、XバンドMPレーダを利用しており、状況別
内訳は以下のとおり
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大雨や洪水などの気象警報・注意報が発表されたとき 

防災体制に入ったとき

内訳は以下のとおり。 
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防災体制に入ったとき

大雨による災害が起こりそうなとき 

雨が降 ているとき あるいは降りだしたとき

雨の今後の見通しを知りたいとき 
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雨が降っているとき、あるいは降りだしたとき

避難行動を検討するとき 

洪水、内水はん濫の危険度を知りたいとき 

（重複回答あり） 
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屋外で活動するとき 

その他 
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②今後考えられる具体的な活用目的 
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降雨状況 の 監視 

洪水 の 監視 

水 濫 監視

土砂災害 の 監視 
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内水 はん濫の監視

地下街 の浸水の監視

窪地 、 低地等 の 浸水 の 監視 

住民等 へのアラート 配信 

（ 重複回答 あり ） 
9

25 

地下街 の浸水の監視

その 他 

③今後の要望（主な意見） 

○ＸバンドＭＰレーダの観測エリア拡大について 
 

○配信コンテンツの機能・表示について 
 （予測雨量や累加雨量（積算雨量）の追加、数値情報のデータ提供など） 
 

○その他機器との連携について 
（携帯電話 スマ トフ ン閲覧 の対応 雨雲アラ ト機能の追加など）（携帯電話・スマートフォン閲覧への対応、雨雲アラート機能の追加など）
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